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就
職
面
接
相
談
会

問 

商
工
労
政
課
商
業
労
政
係

（

71
・
２
０
４
１　

72
・
１
３
４
０
）

　

再
就
職
を
希
望
す
る
人
を
対
象
に
就

職
面
接
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

７
月
７
日
（
火
）
午
後
１
時

〜
４
時（
受
付　

午
後
０
時
30
分
〜
）

●
会
場　

安
曇
野
ス
イ
ス
村
サ
ン
モ

リ
ッ
ツ
大
ホ
ー
ル

●
持
ち
物　

筆
記
用
具

※
雇
用
保
険
受
給
中
の
人
は
、
求
職
活

動
実
績
の
対
象
と
な
る
た
め
、
雇
用

保
険
受
給
資
格
証
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

●
申
し
込
み　

不
要

●
費
用　

無
料

●
問
い
合
わ
せ　

商
工
労
政
課
ま
た

は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
松
本
・
企
画
部

門
（

27
・
０
１
１
１
）

市
制
施
行
10
周
年
記
念
「
安
曇
野
市
男

女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
５
」

問 

人
権
男
女
共
同
参
画
課
人
権
男
女
共
生
係

（

71
・
２
４
０
６　

71
・
５
１
５
５
）

　

人
権
が
尊
重
さ
れ
、
男
女
が
と
も
に

個
性
と
能
力
が
発
揮
で
き
る
市
を
目
指

し
、
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開

催
し
ま
す
。

●
日
時　

７
月
11
日
（
土
）
午
後
１
時

30
分
〜
４
時
（
開
場
午
後
１
時
）

●
場
所　

穂
高
会
館　

講
堂

●
内
容　

講
演
「
女
性
の
力
で
地
域
を

元
気
に
」
お
よ
び
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

●
講
師　

加
藤
さ
ゆ
り
さ
ん
（
前
長
野

県
副
知
事
）、赤
沼
留
美
子
さ
ん
（
㈲

ス
マ
イ
ル
・
ラ
ボ
パ
ー
ト
ア
ル
バ
イ

ト
労
働
総
合
研
究
室 

代
表
取
締
役
）

●
費
用　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

※
託
児
希
望
の
場
合
は
、
６
月
30
日
ま

で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
潮
沢
水
辺
探
検
隊
」

問 

環
境
課
環
境
政
策
係

（

71
・
２
４
９
２　

72
・
３
１
７
６
）

　

歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
安
曇
野
の
魅
力
を
体

感
す
る
た
め
、明
科
地
域
潮
沢
区
に
て
、

水
辺
の
い
き
も
の
探
し
や
、
廃
線
敷
周

辺
の
探
索
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

７
月
19
日
（
日
）
午
前
９
時

〜
正
午
（
雨
天
中
止
）

●
場
所　

明
科
地
域
潮
沢
区

●
講
師　

吉
田
利
男
さ
ん
（
信
州
大
学

名
誉
教
授
）

●
対
象
者　

市
内
在
住
の
人

　
（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

●
費
用　

無
料

●
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

●
服
装　

長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
長
靴
、

帽
子

●
持
ち
物　

飲
み
物
、
着
替
え
、
タ
オ

ル
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
（
自
転
車
用
可
）

●
申
し
込
み　

６
月
22
日
（
月
）
午
前

９
時
か
ら
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

く
る
り
ん
広
場
講
座

「
応
援
し
ま
す
！　

ス
マ
イ
ル
育
児

〜
子
育
て
世
代
の
心
模
様
〜
」

問 

地
域
づ
く
り
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

（

71
・
２
４
９
４　

72
・
３
１
７
６
）

　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
く
る
り
ん
広
場

で
は
、「
育
児
」
を
テ
ー
マ
に
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

７
月
18
日
（
土
）
午
前
10
時

〜
正
午

●
場
所　

市
役
所
本
庁
舎　

大
会
議
室

東
●
講
師　

内
藤
美
智
子
さ
ん
（
松
本
大

学
幼
児
保
育
学
科
）

●
入
場
料　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

※
託
児
希
望
の
場
合
は
、
７
月
３
日
ま

で
に
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

（
穂
高
支
所
内
）

82
・
３
１
３
１

あ
づ
み
野
再
発
見
！

安
曇
野
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

問 

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
担
当

（

71
・
２
４
６
７　

71
・
２
３
３
８
）

　

安
曇
野
の
自
然
の
中
を
歩
い
て
ふ
れ

あ
い
、
安
曇
野
の
「
い
い
と
こ
ろ
」
を

探
し
な
が
ら
体
力
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ

う
。

●
日
時　

７
月
８
日
（
水
）
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
２
時

●
コ
ー
ス　

長
峰
荘
〜
登
山
道
〜
長

峰
山
山
頂
〜
林
道
白
牧
線
〜
長
峰

荘
（
約
10
㌔
）
明
科
に
あ
る
標
高

９
３
３
．
３
㍍
の
里
山
か
ら
迫
力
あ

る
北
ア
ル
プ
ス
を
眺
め
ま
す
。

本 市役所本庁舎　穂 穂高支所　三 三郷支所　堀 堀金支所　明 明科支所　健 穂高健康支援センター

●
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

１
３
４
円
（
保
険
料
等
）

●
持
ち
物　

昼
食
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、

雨
具
等

●
申
し
込
み　

６
月
24
日
（
水
）
か

ら
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

71
・
２
４
６
７
（
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
）

税務署職員の募集

　税務署や国税局で勤務する税務職員（国家公務員）を募集します。
●受験資格　①平成 27 年４月１日において高校または中等教育学校を卒業した日の翌日から起算して３年を

経過していない者および平成 28 年３月までに高校または中等教育学校卒業見込みの者　②人事
院が①に準ずると認める者

●試 験 日　第１次試験日：9月 6日（日）
●申し込み　①インターネット申し込み（ http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html）締め切り７月１日（水）

または、②希望する第一次試験地を管轄する人事院各地方事務局へ郵送もしくは持参（郵送の場
合は、６月 24 日（水）の消印有効）

問 インターネット申し込みに関する問い合わせ　（午前９時 30 分～午後５時　土、日、祝日は除く）
人事院人材局試験課　 03・3581・5311（内線 2332）
インターネット申し込み以外の問い合わせ（午前８時 30 分～午後５時　土、日、祝日は除く）
関東信越国税局人事第二課試験係　 048・600・3111（内線 2097）

５月分の空間放射線量

　いずれの地点においても健康に影響のない値でし
た。詳しくは市ホームページまたは担当課までお問
い合わせください。
問  環境課環境保全担当（ 71･2491・ 72・3176）

測定地点
（マイクロシーベルト／時間）

5/7（木） 5/11（月） 5/18（月） 5/25（月）
本庁舎
（豊科） 0.08 0.09 0.08 0.08

測定
結果

消費生活サポーターを募集します

　県では、消費者被害を防止するため、消費生活に関してのリーダーとして
ボランティアで活動する「消費生活サポーター」を募集しています。
　サポーター養成講座を４会場で開催しますので、応募する人は最寄りの会
場で１回受講してください。
※時間はいずれも午前 10 時 15 分～午後３時 40 分

●応募先　地域づくり課（２階4窓口）に備え付けの申込書等へ記入の上、
６月 30 日（火）までに地域づくり課へ提出してください。
　地域づくり課市民相談室　 71・2496（直通）
●問い合わせ　県民文化部くらし安全・消費生活課　 026・223・6770

７月 28日
（火）

伊那市役所
（伊那市）

７月 30日
（木）

佐久合同庁舎
（佐久市）

８月４日
（火）

松本合同庁舎
（松本市）

８月６日
（木）

県北信消費生活
センター（長野市）

安曇野市不妊・不育症治療費助成事業
～不妊・不育症治療をされているご夫婦へ～

　不妊・不育症治療を行っている
人の経済的負担の軽減を図るため、
治療に要した医療費の一部を助成します。
１ 助成内容

▽本年度中、不妊・不育症治療に要した医療費（自
己負担額）の２分の１（上限は 20 万円）を助成
します。

▽交付申請は、１年度内の１治療期間が対象です。
１年度分をまとめて提出してください。

▽通算して５回（連続の場合５年）まで助成が受け
られます。
２ 申請要件

▽申請日の１年以上前から、夫婦の一方または双方
が市内に居住し、住民基本台帳に登録されている
こと。

▽申請年度内において不妊治療または不育症治療
（県の助成制度の対象となった治療を除く※１）
を行っている戸籍上の夫婦。

▽申請日において、市税等の滞納がないこと。

▽医療保険各法に基づく医療保険に加入しているこ
と。
３ 申請に必要な書類等
交付申請書（医療機関等の証明が必要）、交付請
求書、医療費等の領収書原本、印鑑、銀行通帳等

※１　県の助成制度については、松本保健福祉事務所健康づく
り支援課（  40・1939）または県のホームページで確認し
てください。

●申請および問い合わせ
健康推進課健康推進係（１階12窓口）
 71・2470　  71・2328

健康こよみ 21ページにも掲載しています。
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